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Youtube「Channel 4 Paralympics - Meet the 
Superhumans」
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選手を筆頭にレベルが上がっているということ
だと思います。
久木留　そこは大事なところですよね。お互い
がそこを認め合って、その中で切磋琢磨してい
くことが大切ですね。
質問者１０　貴重なお話、ありがとうございまし
た。井上雄彦先生の『リアル』という漫画を私
は読んでいます。車いすバスケットボールでは、
選手の残っている機能によって点数が決まっ
て、15点以内でチームを作らなければいけない
みたいな、障がい者の方にも残っている機能の
差があると思うのです。基準がないと、有利、
不利が凄くあると、を聞いていて思ったのです
が、そういう基準は明確にないのでしょうか？
佐藤真海　パラリンピックに関しては、必ず各
競技にクラス分けがあります。水泳は1から10
まで分かれています。陸上の場合も、義足は
義足で、義足でも膝があるかないかでクラスが
違ったりします。でも、全部の障がいを全部分
けていたらメダル数だけが増えてしまうので、そ
こは統合して、その機能の差を埋めるためにポ
イントを係数で掛けて競うということをしていま
す。そこが一番パラリンピックの分かりにくい
点ではあります。あと、バスケは特に最大合計
14.0点を超えてはいけないという、選手の障が
いを平均化させるルールがあります。例えば私
みたいに義足だと、一番障がいが軽い、すなわ
ち点数が高いのです。例えば腹筋が使える、片
足をグッと踏ん張ってシュ トーを打てるという点
において凄く有利なわけです。身長も保てて、
凄くダイナミックに動ける。そういう人を5人そ
ろえたらもちろん強いですけれども、そしたら障
がいの軽い人しか出られなくなってしまいますよ
ね。車いすバスケは、必ず軽い人も重い人も混
ざらないとチームを作れないようなポイント構成
になっています。一般的に、障がいの軽い人は
オフェンス、障がいの重い人たちがディフェン
スになります。そこはやはり50年の歴史の中
でかなり整理されてきていると思います。
久木留　ありがとうございます。凄くいい質問
ですし、今の佐藤さんの答えにもあったと思う
のですが、大事なことはいろいろなことを知って
いくことだと思うのです。パラリンピックのこと
を知って、その上でいろいろなことを考えていく。
ソニーが持っている技術やいろいろなものを合
わせて、では何ができるか、自分たちは何がで
きるか、大学として何ができるか、ということを
考えていくためには、やはり知識、情報がない
と考えられません。さらに、パラリンピックだけ
ではなくて、デフリンピックもあれば、スペシャ
ルオリンピックもある。僕自身も少し関われるよ
うになって、もの凄く知らないことが多かったの
だなと。
　真海さんがおっしゃいましたけれども、地域
にあまり障がい者がスポーツを楽しめる施設が
ありません。やはりこれを増やしていくのは大事
です。実はロンドンオリンピック、パラリンピッ
クは最も近年で成功したオリンピック、パラリン
ピックと言われながら、実はパラリンピックが与
えられなかった影響として、障がい者の寄付金
団体が増えていかなかったのです。そういう場
所が増えていかなかったという現実があるので
す。東京パラリンピックは、ぜひともレガシ とー
していろいろなものにつながればと思います。
　最後にお一人ずつ、東京オリンピック・パラ
リンピックに向けてどんなレガシーを残してくれ
るのか。東京パラリンピックに向けてどんなレガ
シーを残していくのが成功につながるのか。そ
れを一言ずついただいてこの会を締めたいと思
います。
富川　皆さん、遅くまでありがとうございました。
私はコーチという立場で、もちろんそこに居る
障がいを持っている人でも選手として接してい
ます。当然冗談も言いますし、できていないこ
とがあればきつく言う時もあります。垣根を持た
ないでその人と接するということです。お互い
の立場を尊重して、その人と普通のことをして
いけるようになるのが大事だなと思います。
佐藤雅幸　イノベーションという言葉が今回の
キーワ ドーだったので、われわれもものの見方、
考え方、それから人生の生き方というか、そう
いったものを少し変えたところから見て、そして
スポーツは全ての人のものだということであっ
て欲しいと思っています。
水梨　今日はお疲れさまでした。ソニーは技術
の会社ですので、技術で何かしら貢献をしてい
きたいと思います。例えば音楽プレーヤーであ
るとか映画を見る機械というのは、作る人と見
る人をつなぐことだと思うのですが、今回いろ
いろな技術を使って、競技者と観客であったり、
競技者同士であったりそこをつなげていく、そ
ういう技術を根付かせることによって貢献する、
それがレガシーにできたらいいなと思っていま
す。
佐藤真海　まず、今日の時間を通して、パラ
リンピックで知らなかったことをかなり皆さんに
知っていただけたのではないでしょうか。こんな
状況なのだとか、もっとこうすればいいとか、そ
ういう気付きを持ってもらえるだけでも凄くプラ
スですし、この分野では大学が貢献できる、こ
こは企業ができるということで、ムーブメントが
広がるといいなと思います。　
　あと2020年に向けてですけれども、これは
大会そのもののビジョンがつい最近発表されま
した。その一つ目が自己のベストを目指す。二
つ目が多様性を育む。障がいがある、なしに関
わらず、人種の壁を越えて世界中の人たちを尊
重し合うということです。そして三つ目にそれら
を未来に継承していく、というのがあるのです。
人と比べないで自分にある能力を最大限に引き
出すということや多様性を育むということにおい
ては、パラリンピックもたくさん貢献できると思
うのです。今すぐにはできない部分が多いので
すけれども、1年1年大事に、皆さんと力を合
わせて歩んでいくことによって、それが 2020
年以降のレガシーとなっていくのかなと思いま
す。
久木留　長い間、皆さん、本当にありがとうご
ざいました。観衆の皆さんも本当にありがとう
ございました。本日、当研究所として7回目の
レガシーシリーズなのですが、このような機会
を提供しながら、スポーツ全般やパラリンピッ
クに向けていろいろな形でハブ機能をいっぱい
持ちたいと思っております。水梨さんと佐藤真
海さんに、皆さま、今一度大きな拍手をお願い
致します。お二人とも、ありがとうございました。
